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編 集 後 記

小川先生はよく「私は道場に入った時

から、いつ死んでもいいという気持で稽

古している」と話しておられました。体

調不良の中命がけで出席された宏道会創

立35周年記念式での先生のご挨拶は、ご

遺訓となってしまいました。

先生は宏道会での稽古の後、いつもご

家族に「今日の稽古は気持のよい稽古で

あった。宏道会で稽古すると全身の血が

入れ替わる。稽古が楽しみだ」と話して

おられました。会員にとっても、先生と

の稽古は感動の連続でありました。

先生曰く「世間でやっている剣道は、

スポーツだ。宏道会の剣道は、稽古と古

流の形と坐禅で出発点がよい。土台が本

物だから、やってさえいれば労せずして

グングン身に付いていく。年をとる程に

熟し、本当の剣道ができるようになる。

どうか続けていただき、本当の剣道を残

してもらいたい」と。

また曰く「日本の剣道は、そのうち行

き詰まるかもしれない。その時、宏道会

が現代剣道の寄り所となる。だから非知
ひ じ

り（打たれたら自分の非（欠点）を教え

てもらったと感謝し、よく反省して自分

の非を直し、完全なもの（ 聖 ）に近づ
ひじり

いていく）の修行をして、もっと稽古を

積み腕を上げてほしい」と。

会員たちは、先生のご遺訓を心に秘め、

日々剣・禅の修行に励んでおります。
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